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日本の将来推計人口 

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口(平成18年12月推計)」 





日本の農林水産物・食品の輸出額の推移  



単位：億ドル 
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主要国の農産物純輸出入額（2010年）  
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１） 商品のＯｆｆｅｒ ： 輸出国の規制 （添加物、禁止物質等） 
 
２） 売買契約 ：  ◇ 建値 （FOB,C&F,CIF） 
            ◇ 通貨 （円建て、ドル建て） 
            ◇ 支払い条件 （Ｌ／Ｃ，Ｄ／Ａ，Ｄ／Ｐ，Ｔ／Ｔ） 
 
３） 商品発注 ： 船会社に本船予約 （※放射能検査が必要であれば依頼） 
 
４） 商品ラベル作成 （表示フォーマット、記載方法） 
 
５） 輸出書類の作成 （Invoice, Packing List等） 
 
６） 商品の納品（動物検疫検査、植物検疫検査） 
 
７） 輸出通関（通関業者に依頼） 
 
８） 輸入通関（現地） 

輸出貿易事務の流れ 



輸出促進の展開方向  

◇ 課題認識 
 
  → 農林漁業者、中小の食品事業者単独での取り組みはハードルが高い 
 
  → 水平統合、垂直統合による、同業・異業種の連携による取り組み  

◇ 展開方向 
 
  → 既存の輸出商社のパイプの拡大 
 
  → 新たな輸出の取り組みの創出、新たな輸出商社機能の創出  



農林漁業者、中小の食品事業者の課題  

◇ 商売相手が見つからない （販路開拓）   

◇ バイヤーはいろいろとほしがる。品揃えが少ない （価格交渉力）   

◇ バイヤーとの連絡調整が続かない。貿易事務がわからない 
                                    （事務負担）   

◇ 物流事業者さんがわからない。物流コストが高い （物流費）   



（参  考） 
日本酒（ＨＳコード ２２０６．００．２０．１０）の場合 
関税 ＣＩＦ価格の１５％ 
酒税 （ＣＩＦ価格+関税）×３０％ 
教育税 酒税額×１０％ 
付加価値税 （ＣＩＦ価格+関税+酒税+教育税）×１０％     ここで出た価格に韓国側の卸マージンが付加され、小売店への卸価格となります。           
 







ご静聴ありがとうございました！  
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